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オ オ ム ギ 全 層 播 き 栽 培 に お け る 多 収 要 因 の 解 析

大野 康 雄・佐 藤忠 士・ 高橋 康利
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近年,再び麦作の見直 し論が提起されてお り,昭和
50年度 (播種年度 )に耐倒伏,耐寒雪性の強い ヽュキ
オオムギを用い,地方増強畑における窒素施肥法につ
いて検討 した結果,2,3の 知見を得たので報告する。

2試 験 方 法

1 試験場所 (岩手農試圃場 )火 山灰土壌
2 圃場条件 (表 4)
5 試験区の構成 (表 2)
4 供試品種  ミユキォォムギ
5 播 種 期  9月 25日
6 橋 種 量  12毎 /8

表 1 圃場条件

S46青刈 ソルゴー, S4アイ ングン, S48陸 稲
S4,ダ ィズ, S50パ レイシ ョ～ォオムギ

5試 験 結 果

l N施肥Eと 収量 :未改良畑,改良畑とも基肥増
量及び追肥増量が多収を示 した (図 1)。

基Л巴量が多 くなるに従い追肥の効果は小さくなった。

最多収区は基肥α8り ,追肥α8り の窒素最多施区で a

当 り9`4り であった。
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分散分折の結果,主効果基肥ムと追肥 Bは, 1%水

準で有意となった。基肥 Q4,o6,08区の中で差をみ

るとo4区 と06区 では,有意差はなく,o8区が 04.

0`区に勝 り,追肥も同様の傾向を示 し, 基肥と追 IE

の交互作用には有意差は認められなかった。

2 施肥量と倒伏,千粒重,収量の関係 :未改良畑
はN施肥量が増すにつれ,倒伏度指数が増すが徴少で

あ った。収量もN増肥が高いが千粒重は増収区が低下

傾向であ った。

次に改良畑では施肥量の増加は多収を示すが,倒伏

度指数も大きい (図 2)。  最多収を示 した a当 り16

(08■ 08)り施 lE区は倒伏も多 く,千粒重も減少傾

向を示 した。

5 気象条件 と収量の関係 :積雪期間 と収量の関係
であるが,根雪日数は90日 以下で多収を示 しており,

この試験を実施 した∞年度は,0日 であ った (図 5)。

根雪日数が短期間でも,その後の低温,凍上害等で平

年収量に比べ低収になることもある。

糧鶴旧li

04  06

政長畑

P205 20り /a, K20:20た,/a
Nは 試験区の構成参照

P2Qを過石 よう燐比 1:4で耕深20mに
施用。堆肥 :500り /a,P205:20り /a,

Nは試験区の構成参照

表 2 試験区の構成
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図2 施肥量 と倒伏,千粒重,収量の関係
(改良畑 )

506070809011X1110120(日 )

根雪 日数

図3 積雪 と収量の関係 (ぺ んけいむぎ )
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平均気温の月平均値

5月 の平均気温と収量の関係

また,5月 と 6月 の平均気温と収量の関係では,明

瞭な関係はみられないが,平均気温の平年値で 5月 は

電 5C,6月 124Cよ りゃや低温の50年度が多収を示 し

た〈図 4)。 このことは病害の発生も少なく,速度な降

雨量 と枯熟れ現魚がなか ったことが多収につながった

と思われる。

4 ま

地力増強畑 〈熔燐多収,権肥増投 )は生育収量とも

に未改良畑に比べ勝 った。施肥の関係は,基肥増量及

び追肥増量が多収を示 し,最多収区は基肥 Q8毎 .追 肥

Q8り では成熟後の倒伏が多 く,千粒重も低下 してお

り,本品種の限界収量に近いものと思われる。

したが って,a当 り基肥 0`的 と08り の間に安全限

界収量があると思われ,今後は倒伏の回避対策によっ

て,10a当 りltの収穫も可能と思われる。


